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[要旨]

筆者らは宮崎県の populationbased databaseを用いた後方視的研究により、

常位胎盤早期剥離による脳性麻痘(cp)のリスク因子である PVL発症について

検討した。その結果、約 16万分娩中 60例の前置胎盤症例のうち、 5例で PVL

を認め、内 4例が脳性麻療となっていた。しかし、これらの症例ではアシドー

シスや胎児心拍モニタリング異常、新生児低低二酸化酸素血症、新生児低血圧

症は認められず、 5例とも妊娠 30---31週で短期間での大出血が認められた

のみで、あった。結論:前置胎盤からの急激な大量出血は胎児胎盤循環に影響し、

PVLひいては cp発症のリスク因子となることを初めて実証した。


